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はじめに

私は、現時点では非常に限られた知識と技術し
か習得していないディジタル・ヒューマニティー
ズ （以下、基本的に DHと略記） 初心者にすぎな
いので、DHの本格的導入の提案をすることにた
めらいはあるのだが、日本英文学会の文学分野で
は、個人やグループでさまざまな取り組みがなさ
れているものの、強力な主張や運動が見当たらな
いので、あえて提案することにした。シェイクス
ピア研究者に分類されているシニアの私が、DH
の導入を提案することを意外に思う方がいると察
するので、経緯を簡単に述べておく。私が院生時
代に英国留学をして機能文法、文体論、シェイク
スピア等を学んだ 1977－ 79年には、すでにコン
ピュータを駆使した言語学や文体論が出現してい
たが、1その後もコンピュータへの関心を持ち続
け、直近では 2017年 4月に DH国際学会連合学
会 （the Alliance of Digital Humanities Organizations 
（ADHO）） 及び日本ディジタル・ヒューマニ
ティーズ学会 （the Japanese Association for Digital 
Humanities （JADH）） に入会し、2017年 10月の第
56回日本シェイクスピア学会のパネル・ディス
カッション「シェイクスピア研究におけるディジ
タル・ヒューマニティーズの成果と可能性」のコー
ディネイターを務めた。2今回の私の提案を期に、

1 一例として、Burtonを挙げておく。
2 浜名の DH関連の著作等は 2017年 1件、2018年 3
点である。現在 （2018年 3月）、DH 2017 Conferenceの
プログラムもアブストラクト集もダウンロードできる
ので、ご覧いただきたい。ADHOの学術誌は DSH Digi-
tal Scholarship in the Humanities: Journal of the Alliance of Digi-

日本英文学会の文学分野が自らの危機を新たな視
点から見直し、次世代のためにも DHを本格的
に導入する機運が高まるように期待している。ま
た、すでに DHに本格的に関わっている会員は、
もっと大勢で姿を見せて、成果や課題を発表して
いただきたい。

1. DHとは何か、基本情報、論争、発展

DHの起源は、1946年、ロベルト・ブサ神父 
（1913－ 2011） が、トマス・アクィナスの著作の
索引を作成するのにコンピュータを使おうと構想
したこととされる。IBMの支援を得て、長い年
月をかけて索引は完成し、ブサ神父は DHのパ
イオニアの一人とされる。3

今日、DHには多様な定義がなされている （Day 
of DH De�nitions） が、決定版と言えるものはな
い。とはいえ、DHとは、「共同で、分野横断的に、
コンピュータを用いて取り組まれる、研究、教育、
出版のための学問と組織の新しいあり方」のこと
であり、伝統的な人文学の研究手法を問い直して
いこうとする際、チャンス （opportunities） と課題 
（challenges） が生まれることになる。

tal Humanities Organizations, Oxford UP, 2015－．年 4冊刊
行。前身は約 30年間続いた Literary and Linguistic Comput-
ingである。シェイクスピアと DH2.0については、
Hirsh と Craigが、2014年当時の状況を非常によくまと
めている。
3 なお、ブサ神父の使った最初期のコンピュータはパ
ンチカードを使う「アナログ」であったので、DHの
起源にするのは「時代錯誤」であるという指摘もある 
（Lane, 86-87）。
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　チャンスとして挙げられるのは、人文学、社
会科学、芸術、自然科学の間の境界の引き直し
である。それによって人文学に関心を持つ層と
社会的インパクトが拡大され、研究調査と知の
生産に関する新たな形式が発展し、挫折してし
まった人々が再び活気づけられている。また、
教室をベースとした学習を補完するものとし
て、直接参加型のプロジェクトをベースとした
学習を通じて将来の人文学者世代を訓練すると
ともに、人文学の研究範囲を拡大し、その質を
向上させ、注目度を高める研究を発展させてい
る。
　課題としては、以下のような根本的な問いを
発することが挙げられる。つまり、人文学にお
いて伝統的に用いられてきた諸々の技能がマル
チメディアによってどのように作りかえられて
いるのか。文化的、歴史的記憶の輪郭はディジ
タルの時代においてどのように、誰によって定
められるのだろうか。ディジタルによる語りと
いったやり方は口頭や印刷物による語りとどの
ように一致し、また異なるのか。ネットワーク
世界における「人文学」の本分とは何か（Burdick 
et al, 邦訳 , 6）。

日本英文学会は、DHがもたらすチャンスと課題
にどう応えてきたのか、また今後どのように応え
るつもりなのだろうか。（アメリカの学者の危機
意識に関して、Cavanagh参照。）

1990年代の DHの第一の波は、「単語の頻度の
研究やテクスト分析 （分類システム、タグ付け、
エンコーディング） からハイパーテクストの編集
やテクストのデータベース構築まであらゆる事々
に集中していた…」（Burdick et al, 邦訳 , 7）。この
時期の日本での記念碑的事業のひとつは、1996
年に、現在世界に 48部しか確認されていないグー
テンベルグ聖書を慶応義塾大学が購入し、当時の
最高技術を用いてディジタル化して公開したこと
だろう （現在、同大学メディアセンターディジタ
ルコレクション所蔵）。

21世紀に入ると電子革命は新たな段階に入り、
紙媒体のテクストや印刷物に変わり、「電子化さ
れた言語」がますます支配的になる─ポスト・グー
テンベルグ時代の到来である。それは、「長年続
いてきた紙の支持体から引き離され、その言語に
よるテクストがますます音声と同様に静止画や動
画と一つとなり、支持体がますますモバイルで、

オープンで、拡張性のあるものになってきた言語」
（Burdick et al, 邦訳 , 7） のことである。DH2.0 
（Digital Humanities Manifesto 2.0） と言われる今日、
DHは「グラフィックによる知の生産と組織化の
手法を強調することによってテクストなるものの
特権化を超えた動き、研究の必須要素としてのデ
ザイン、トランスメディアなやりとり、人文学知
の中枢概念の拡張のきっかけになっている」と言
われる （Burdick et al, 邦訳 , 7）。DH2.0にはさらに
いくつもの特色があるが、要点は、DH1.0の顕
著な特徴が量的分析であったのに対して、DH2.0
の特徴として質的分析の重視が加わったこと、コ
ンピュータが人文学のツールからプラットフォー
ムになったことである。特筆したいのは、テクス
トやリーディングのあり方や概念の抜本的な変化
である。例えば、オックスフォード大学の中世文
学研究者 Eyal Polegが指摘しているように、ディ
ジタル・アーカイブ空間では、読者は、どこから
読み始めても、どこに接続しても、どこから出て
もかまわない。アーカイブはただ保存されるため
にあるのでも、受動的に読まれるためにあるので
もない。究極的に、それは、新しい発見を行い、
新しい価値を作り出すためにあるのだ （Poleg）。4

拡張するディジタル空間の中で、紙媒体の「本」
の概念が消滅した。Lutz Koepnickが指摘している
ように、紙媒体のリーディングは過去の形態とし
て歴史化され、その行為と成果自体が研究対象と
なっている。ディジタル時代のリーディングは印
刷文化のグーテンベルグ時代のものとは質的に異
なるだけでなく、これまで「学者や批評家がテク
スト、文学、解釈、リーディングとして理解して
きたものを整理し直すこと」が求められているの
である （Koepnick, 12）。

DHに関する論文集 （電子版を含めて） は大量
に出版されて最新化され続けている （例、Cromp-
ton, Lane, and Siemens; Schreibman, Siemens, and Un-
sworth, eds.） が、実際のラボやプロジェクトの紹
介や関連情報を簡潔にまとめた解説書、Richard J. 
Lane, The Big Humanities: Digital Humanities/Digital 
Laboratories （2017） に基づいて基本情報を確認し
ておきたい。DH2.0の成果としては、“the Devon-
shire Manuscript”（66-67、A Social Edition of the 

4 DH2.0に関して、福田名津子は「拾い読みが主流的
な読み方に移行しつつあること、自己目的化している
こと」を懸念している （62） が、新たな可能性も否定で
きないだろう。

095-104／03関東-論文1.indd   2 18/12/14   11:38

human
ハイライト表示

human
ハイライト表示

human
ハイライト表示

human
ハイライト表示

human
ハイライト表示

human
ハイライト表示

human
ハイライト表示

human
ハイライト表示

human
ハイライト表示

human
ハイライト表示

osaki-k
テキスト ボックス
1


osaki-k
テキスト ボックス
1


osaki-k
テキスト ボックス
2




3ディジタル・ヒューマニティーズの本格的導入の提案：日本の英語文学研究の resilienceのために (97)

Devonshire Manuscriptも参照） が紹介されている。
カナダのヴィクトリア大学のチームが、British Li-
brary所蔵の 16世紀前半の英国宮廷の男女が書い
た詩や翻訳等の手稿の集合体を、XML/TEIでタ
グ付けした電子版に構築・公開し、当時の文人共
同体のネットワークの実態解明やテクストの批判
的解釈を進めている。また、DHのセンターやラ
ボ （130-1385）、精選参考文献 （138-144）、DH 
tools （144-221） が紹介されている。ただし、特に
大量に紹介されているツール、アプリなどは全部
を習得するには及ばないものの、教員も学生も相
当のトレーニングが必要である。
テクノロジーが人間を超えるスピードで進化発
展をとげる時代となり、争点が次々に出ている 
（Gold and Klein, eds.参照）。ここでは根本の争点
を 1つだけ確認しておく。DHでよく引用される
のは、ハイデッガーの「技術への問い」（原著
1953年） である。彼はテクノロジーを両義的にと
らえ、人間が「資本、総収奪システム」としての
テクノロジーの奴隷になる恐れもあるが、「詩的
なものである」テクノロジーを活用する可能性も
否定していない （Lane, 31-35参照）。DHを実践す
るとき、私たちは時にハイデッガーを代表とする
論者たちの争点に立ち返るように迫られる。
英文学史の見直しも課題となっている。Ian 

Wattの�e Rise of the Novel （1957） は、初版当時は
イギリス写実小説の台頭を解明した独創的研究と
して高く評価された。言うまでなく、デフォー、
リチャードソン、フィールディングという 3名の
男性作家を中心にすえた彼の議論は、その後の
フェミニズム批評やポストコロニアル批評等によ
り激しく批判されることになった。DHの立場か
らは、同書が扱った期間に 1万から 2万冊の小説
が書かれているので、どれほど偉大な作家であっ
たとしても 3名を代表的作家として選択したこと
を容認することはできない。データセットが小さ
すぎるために判断の十分な証拠とはならないとさ
れ、より包括的なデータ、分析と評価が要請され
る （Lane, 112-13参照）。
最後に、さまざまな批判や課題に応じながら、

5 日本のものは、東京大学の Center for Evolving Human-
ities、立命館大学の Digital Humanities Center for Japanese 
Arts and Cultures、一般財団法人人文情報学研究所 （Inter-
national Institute for Digital Humanities） の 3つである。
Centernetの地図を見ると、DHセンターが北米とヨー
ロッパに集中していることが一目瞭然となる。

DHが発展している事例を 3つ紹介しておく。一
つ目は、文学の新しいポストである。ロンドン大
学 The Institute of English Studies の the School of  
Advanced Studyは、2017年 2月 13日付で、“New 
post̶Lecturer in Digital Approaches to Literature” を
募集。応募者に期待されている能力は、ディジタ
ル・テクスト編集のほかに以下の領域の 1つ以上
の専門的知識・技術である。Stylometry、author-
ship attribution、“distant reading” techniques、“big 
data” approaches to literary/cultural history、digital 
publishing、digital preservation、machine learning、
network analysis、topic modelling、visualisation。10
月に十分資格のある講師が着任している。二つ目
は、DH2018学会開催 （Mexico City, 26-29 June） で、
全体テーマは “Bridges/Puentes”。11のトピック案
から 1つだけ紹介しておく。“Computer applica-
tions in literary, linguistic, cultural, archaeological, and 
historical studies, including public humanities and inter-
disciplinary aspects of modern scholarship”（DH2018）。
三つ目は、PMLAの 2018年の DH特集号 “Varieties 
of Digital Humanities”（本論文は 2019年 1月刊行
予定だが、PMLA特集号の刊行は 2018年秋と予
想される）。CFPの文面には、反対派や誹謗者も
いるようだが、学生たちの就職支援を含めて、こ
の領域の新たな発展への期待が表れている。

2. DHの成果、課題（Challenges）、可能性

英語文学研究におけるDHの成果を見ていこう。
まず、ディジタル・アーカイブ （データベース） 
の構築運用である。ツールやプラットフォームの
改良とともに、恒常的に増加・改善・最新化され
る必要があるのだが、アーカイブを構築しても活
用されなければ意味がない。日本では、1473年
から 1700年に英国で出版 （あるいは英語で記述・
刊行） された印刷物をWeb上で提供するデータ
ベース、Early English Books Online （EEBO） は購
読・ダウンロードできる大学図書館があるもの
の、EEBOが収録する資料本文に XML/SGML形
式のタグを付与し、多様な演算子での全文検索を
実現している EEBO-TCP （Text Creation Partner-
ship） を使えない 6という現実があるのだが、他に
6 EEBO-TCPは最終的にはパブリックドメインとして
共有の予定だが、現時点では欧米のメンバー大学図書
館のみで作成・公開・共有しており、日本の大学図書
館では使えない。
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多数の公開されているデータベースがあり、その
利用促進が期待されている。
アーカイブ （データベース） の利用促進に関連
して、データ・マイニングやテクスト・マイニン
グを考慮しなければならない。大河原千嘉子 （看
護先進科学専攻） は、データ・マイニングが数値 
（量的データ） に量的分析 （統計） を行うとすれ
ば、テクスト・マイニングは、「質的データであ
る文字テクストを量的分析手法である統計や多変
量解析によって分析する手法」であり、質的分析
と量的分析の両方の特徴を持ち、混合研究法 
（mixed method） としても有用とされると指摘して
いる （大河原、2枚目）。さらに、情報的文字資料
から小説などまでを含む分析対象をコンピュータ
で分析する─つまり、machine readingを行う─の
で、「人が読むだけでは得られない情報を獲得で
きる」（6枚目） と要約している。テクスト・マイ
ニングには長所も短所もあるとしても、そしてイ
ンターネット検索などで日常的に machine reading
の恩恵に浴していても、この要約は多くの文学研
究者の盲点をつく指摘であろう。
待望されているのは、最新のテクノロジーを駆
使した革新的研究と実験である。伝統的な文学研
究は主に質的分析を行ってきたが、今後は量的研
究との組み合わせがますます必要になる。英語文
学研究では、登場人物たちの相関関係に、質的分
析と量的分析の混合法を応用しやすい社会ネット
ワーク分析 （Jagoda, 4-8） の手法を取り入れた研究
が増えている。21世紀のネットワーク科学の台
頭を背景とする文学やメディアにおけるネット
ワーク分析の広がりは、ネットワーク科学の有名
な著者が述べているように、「私たちが何者であ
るかを知るには、私たちがどうつながっているか
を理解する必要がある」（Christakis and Fowler, 邦
訳 , 8） からである。文学研究に応用されている理
論として社会学のネットワーク理論とあわせて、
経済学から出たゲーム理論も注目される。ゲーム
理論は、複数の人間が互いに影響を及ぼしあって
いるときに、どのような社会的帰結が出てくるの
かを解明する理論であり、文学分野でも成果が出
ている。一例として、Michael Suk-Young Chwe, Jane 
Austen, Game �eorist （2014） をあげおく。7

伝統的な文学研究では、登場人物の性格・感情・
7 同書では、ゲーム理論の複雑な関数などを使わずに、
オースティンの作品の登場人物たちが発揮する戦略的
思考が解明されている。

生き方などを、理論や批評等を用いて精読し、分
析・解釈・考察する。精度や信頼性をあげる必要
があるとはいえ、DHでは、感情の数値化 （質的・
量的の境界のゆらぎ） も試みられているし （認知
心理学、脳神経科学等の分野との連携）、グラフ
や画像等が用いられることも多くなっている。伝
統的な文字資料から、さまざまなツールを駆使し
た data visualization （分析・統計グラフ、チャート、
画像、写真、映像、音声等） が要求・待望されて
いる。DHでデータの効果的視覚化が重要である
のは、分析した結果を理解しやすくなるだけでな
く、視覚化によりさらに疑問が浮かび、その答え
を見つけることができるか、その契機になるなど
の効果があるからである。

DHがますます学際的になっていることにも関
わるが、ビッグ・データを扱うのであれなかれ、
個人研究・単独執筆から （国際） 共同研究・共同
執筆への転換も当然の趨勢であろう。なお、共著
の場合、特に数名の場合ならば全員を joint �rst 
authorsにすれば、単著と同様の業績になりうる
ことを付言しておく。（MLA Guidelinesも参照さ
れたい。）
次に、実際の成果をいくつか紹介しておこう。

Morettiの Distant Readingは、大半が量的分析だが、
最終章の 3つの文学作品 （シェイクスピア作
Hamlet、ディケンズ作 Our Mutual Friend, 曹雪芹作
『紅楼夢 （英語の題目は�e Story of the Stone）』） の
ネットワーク理論を応用したプロット分析は質的
研究を意識している。Craig と Greatley-Hirschは、
Style, Computers, and Early Modern Drama （2017） の結
論部 （224-25） で、ささやかながら質的と量的分
析の組み合わせの試みであり、自分たちのような
研究を発展させて欲しいと希望している。組み合
わせられている手法は、文学史の伝統的方法 （精
読、書誌学） と新しい分析様式 （例：text mining、
data visualization、computational stylistics、multivari-
ate statistical analysis、algorithmic criticism） である。
ここで、別論文 （「英語文学研究の最新動向」，

63-66） で紹介した DH2017学会の事例ではある
が、簡単に見直しておきたい。2017年 8月 9日
に開催されたカナダとアメリカの大学の 5名の研
究者による第 6パネル・セッション “Studying Lit-
erary Characters and Character Networks”。このパネ
ルでは、5名の研究者による 3 本の論文が論じら
れ、最後にパネリストによる議論が行われた。3
本中の 2本の論文に特に注目したい。Mark Al-
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gee-Hewitt （スタンフォード大学） の “Distributed 
Character: Quantitative Models of the English Stage, 
1500–1920” と Andrew Piperと Hardik Vala （マギル
大学） の “Emma: A Feature Space for Studying Charac-
ter” である。

Algee-Hewittは、英国劇データベースを用いて、
1550年から 1900年までの 4世紀間に執筆・上演
された 3439作品を解析し、社会ネットワークの
変化を調査した。彼によれば、4世紀の間に、演
劇分析に応用したジニ係数 （Gini coe�cient：人口
統計経済学で、主に社会における所得分配の不平
等を測る指標） は、初期の作品における少数の主
役と多数の脇役から、18世紀と 19世紀の作品に
おける相対的に多数の主役と少数の脇役へという
明確な下向きの傾向と、1650年と 1700年の間に
大きな断絶があることを示している。すなわち、
英国演劇は清教徒革命の前後で著しく変化したの
である。ほとんど台詞を話さないし中心的人物と
相互作用することもない多数の周辺的人物たち 
（召使い、家来、護衛、知り合い、伝令等） の存
在は、初期近代演劇では非常に重要であったが、
社会変化を反映して、時代が下るにつれて姿を消
す。他方で、出演者は少数になり、アクションは
ますます緊密に結合した登場人物たちの間で起こ
るようになる。ネットワーク分析によれば、周辺
の消滅はより多くの中心性が主役たちに配分され
ることを意味する。これは、ただ中心が拡大する
ということだけでなく、それぞれの主役がいる複
数のサブ・ネットワークが形成される傾向がある
ことを示している。実は、Algee-Hewittの統計分
析の結果は予測可能なものだとしても、4世紀に
わたる 3439作品のデータの定量分析の威力は認
めざるをえない。（ただし、このパネルの別の研
究者が、既存の文体・統計モデルでは文学作品の
分析は十分できないので、新しいモデルを開発中
であると断って中間報告をしたように、演劇作品
の登場人物間のネットワーク分析に関しても、今
後の改善や発展が求められるだろう。）

Piperと Valaの研究は、興味深い仮説を提起し
た。最初に、彼らは、コンピュータの活用が登場
人物の性格や性格描写の過程を理解するために重
要な役割を果たすと主張してから、19世紀に英
語で書かれた各小説に描かれた登場人物が概算で
86名であり、低めに見積って 2万冊の小説が書
かれたとすると、1世紀に 1言語でも 170万人を
超えるユニークな登場人物がいることになると指

摘する。しかも、特に主要登場人物はそれぞれの
環境に置かれ、また大量の情報に包まれている。
この膨大なデータをコンピュータで分析するため
に、Piperと Valaは、登場人物の性格の研究のた
めのツールを開発した。その目的は、登場人物た
ちが持っていると思われる資質に関係する 28の
異なる特色を識別することである。カテゴリーは、
主人公の特異性 （distinctiveness）、位置性 （position-
ality）、中心性 （centrality）、特徴的属性 （modality） 
などからなる。さらに別の分析ツールも導入して、
彼らは、ケーススタディとして、19世紀から現
代までの小説の中で “introversion” の傾向が強い登
場人物のアイデンティティを探求する計画であ
る。すぐ予測がつくように、内向的な性質を強く
示すのは女性主人公である。しかし、長い時間の
中で変化が起こり、内向的傾向はもはや女性主人
公だけの特色ではなく、サイエンス・フィクショ
ンの男性主人公の特色にもなっていることを明ら
かにする予定であるという。
以上、2つの研究は、ネットワーク分析でも、
前者は大きなデータセットを扱い量的研究の威力
を発揮しているが、後者は大きなデータセットを
対象としながらも質的研究を取り入れようとして
いる。どちらの研究にも、内容・方法等に関し
て、さまざまな疑問や課題が思い浮かぶだろうが、
文学研究の新しい地平や可能性を示していると言
えるだろう。

DHの最大の課題は、必要とされる知識と技術
の習得であろう。プログラミング言語 （例えば、
Pythonや R） やデータ分析などの習得は高いハー
ドルになりえるが、有意の結果や効果的な data 
visualizationを達成できるようになるにつれて、や
りがいもでるだろう。文学研究者でも扱いやすい
データ分析ソフトの開発が待望されるが、文学研
究の立場から DHに特に質的研究をどう効果的
に組み込めるのか探求するべきだと思われる。

DHには多くの課題があるが、可能性も大きい。
驚異的速度で進化しているテクノロジーを駆使し
た研究を、他領域の研究者と共同して行い、文学
研究者の知識、洞察、創意工夫を発揮することが
期待される。難解な理論からダイナミックで楽し
い読者参加型・双方向型サイトまで、新しい文学
研究の意義や面白さを公開・活用していくことも
望まれる。
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3. DHの本格的導入のために

1） DHの必要と実態の把握
日本の DHを牽引している人文情報学研究所

の永崎研宣は、アメリカと日本では大学図書館と
研究者の役割分担に違いがあることを指摘しつつ
も、日本の大学図書館の DHの取り組みが十分
ではないことを示唆してから、次のように述べて
いる。「人文研究者には一層の奮起が必要であり、
また、その奮起に応えてくださるような大学図書
館であっていただけたらと思っている」（7）。英
文学研究者も大学図書館員もディジタル・リタラ
シーを高める必要がある。8

欧米では、学位を取得しても定職につくことが
困難になっている現実から、人文学に進む学生が
減っている。日本でも事情は同様だが、日本英文
学会はホームページに教員募集情報を掲載した
り、文科省の大学英語教育政策への批判や文学教
育・研究の危機に関するシンポジウムの開催とい
う支援・活動はしているものの、組織・制度・資
金等の違いが大きいとはいえ、実際的な就職支援
の取り組みを十分行ってはいない。しかし、MLA
やその会員が所属している多くの大学では、学生
たちが Alt-ac （alterative academic） careersに就くこ
とができるように実践的工夫をしている。本論の
１でロンドン大学の「文学へのディジタル・アプ
ローチ」という新しいポストを紹介したが、時代
の要請に適応できる知識と技術が求められてお
り、学生自身の自覚はもとより、大学や学会の取
り組みが必要である。DHの場合の Alt-acには、
DHの管理職・研究職から別分野での活躍までが
含まれる。

DHの導入について想定しうる多数の不安・疑
問に関しては、すでに広く導入している欧米の例
を参考にすることができる。参考文献が多数ある
が、ここでは 2冊だけ紹介しておこう。Battershill 
8 日本では、中学校で 1989年に「技術・家庭」科の中
に「情報基礎」が選択として新設され、1998年に「情
報とコンピュータ」として必修になった。高等学校で
は 1999年に「情報」が創設され、2003年から必修化さ
れた。情報リテラシー・ICTリテラリーは今後ますま
す重要になるが、加藤浩と大西仁は「1985年より前に
生まれた人は」、情報の「教育を受けていないかもしれ
ない」（20） と指摘している。こうした事情を考慮すれば、
日本の現在の大多数の英文学研究者がディジタル・リ
タラシー （知識とスキル） に自信がないのは当然の事態
である。

& Rossは、失敗は想定内であるという立場をとる。
失敗の恐怖の克服、自分自身の抵抗、同僚の抵抗、
学生からの抵抗への予防法も考えられている。
DHを導入・実施するのに必要な要件や意義を列
挙すれば、以下のようになる。ディジタル・リソー
スの発見、評価、創造 （引用や著作権の問題）。
accessibility （接近、利用） の保証、ユニヴァーサル
なデザイン。オンライン・シラバスやウェブサイ
トのデザイン、コースのポリシー。授業のデザイ
ン、多様な活動・課題。授業の管理運営。ディジ
タル課題 （宿題） の創造。学生のワークの評価方
法。大学院生指導、21世紀の院生教育における
テクノロジーの役割、大学院のコースに DHを
組み込むこと、専門性と労働市場、Alt-ac careers。
学内・組織内部での支援コミュニティを見つける
こと、多様な支援制度、人文学と社会科学におけ
る教職員と STEM （“Science, Technology, Engineering 
and Mathematics”）、ITサーヴィス、資金・物質的
リソース、コラボレーションの倫理。学外・組織
外の支援コミュニティ、ソーシャル・メディア、
学会、イヴェント、学術出版、外部資金。自分の
研究にディジタルの方法論をとりいれること、
ディジタル教育に関する研究を産出すること、自
分の研究のスコープを拡大すること、学生とコラ
ボすること。Crompton, Lane, and Siemens, eds. Do-
ing Digital Humanities, Training, Researchも、有益な
情報やインスピレーションを与えてくれる。要点
は、DHの本格的導入は、容易ではないとはいえ、
必要であるし、実現するに値するということであ
る。
日本英文学会の最優先事項として、DH導入の
メリットも課題等も公明正大に開示した上で、会
員と大学院生へのアンケートを実施するとよい。
（予算、形式、集計、結果、その後の対応等の詳
細はここでは問わない。） まず、DHが含まれて
いる研究課題やシラバス等の包括的な実態を把握
することが望まれる。その他の質問項目としては、
会員の所属機関で DHはどの程度導入されてい
るか、会員自身は DHの知識と技術をどの程度
習得しているか、どのように授業で使っているか、
導入への賛否とその理由、本格的導入が困難だと
いう場合の課題は何か （資金、設備、人材不足、
ディジタル・ディバイド、自分の中での抵抗、周
囲の抵抗…） 等。支援制度等があれば緩和できる
ものがあるとはいえ現時点では多くの不安・抵
抗・課題があると予想されるが、日本英文学会の
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中でどういう資源や人材があり、どのように相互
に活用することができるのか、どのような教育、
訓練、カリキュラム等が必要なのかを早急に解明
するべきだろう。

2） 対策とヴィジョン
文科省から支援を得ることが肝要だが、まず、
日本英文学会として DHの本格的導入のための
対策 （方針） とヴィジョンを示す必要があるだろ
う。
アンケートの結果の分析をふまえて、DHの
ワークショップ （訓練、支援態勢） 開催、DHの
ワーキング・グループ、コミュニティや DHコ
モンズの構築や世界の他のDHコモンズとのネッ
トワーク構築を行い、情報を交換して、支援しあ
う。日本英文学会の各支部会の中に DHグルー
プを作り、学会では必ず発表・ワークショップを
実施することや国際交流を活発に行うこと。英文
学系の学部・学科の全組織として、また各大学で
の主体的取り組み。DHへの転換を明確に、強力
に意識しながら、DHをできるだけ導入する。9

他方で、すべての大学に DHコースやセンター
が必要であるとは限らない。アメリカですら、
DHフレンドリーな環境は構築・維持しなければ
ならないが、“minimal DH” でもやむをえないとい
う立場もある （Losh, McGrail, Gil and Knight）。ア
メリカの大学の深甚な格差から生じた苦肉の構想
だが、日本でも参考になるだろう。アウトリーチ
の活用、他大学で DH科目の単位を取得する仕
組み、知のトランスファーなど、各大学で創意工
夫を行い、理系を含めて、全体での支援ネットワー
クを構築・維持することが望まれる。ビッグ・
データが信頼できるとは限らないので、スマート・
データで勝負という選択もある。
とはいえ、21世紀の学生が文系と理系の両方

を学ぶ必要があることは十分認識するべきだろ
う。吉見俊哉は、文系の知には価値創造的な有用
性があり、文理の「二刀流」を勧めて、二主専攻
制や主専攻・副専攻制を採用すれば、最近、文学
部は定員割れで困っているが、「文学部は大人気
だと思います」（16） と述べている。文学部の学
生もまた二刀流になるために、理系の知と技術を
習得する必要があるし、それは文学部の持続・再
9 東京大学は、2012年から、大学院横断型教育プログ
ラムとして「デジタル・ヒューマニティーズ」を開設
している。

興にも資するだろう。（40年以上にわたる文学と
科学の革新的対話について以下も参照。Meyer, 
1-21.）
アメリカの大学教員が学生に文理の両方が必要
であること、しかも小規模校の利点を指摘してい
ることも意義深い。逆説的に、リベラルアーツの
カレッジや小規模の研究大学の方が、大規模の大
学よりも、現代社会の要請に応じられる。教員が
所属学部以外の多様な同僚と知り合いになるチャ
ンスがあり、「よりラディカルな変化をもたらす
─まったく新しい研究領域を創出する」可能性が
ある。また、どの大学でも、全員が文化リテラシー
を習得することが重大な教育目標であると強調し
ている。例えば、経済と数学の二主専攻の学生に
「中国史、インド文学や東洋宗教をとる」ように
勧めている。さらに、若者に、自分が選択した専
門領域の学習や訓練に加えて、「創造性が必要で
ある」ことを強調している。どの専攻の学生でも、
即興演技、創作や描画 （drawing） を 1か 2クラス
はとるように助言している。創造力がなければ、
より安上がりな代替物 （例、ロボットや AI） に
とってかわられなかったら幸運というものだから
だ （Glassner and Schapiro参照）。
英文学研究に DHアプローチを取り入れるメ

リットのひとつは、DHの分析手法に習熟すれば、
英語の母語話者よりも不利にならずに、独自の高
度な成果をあげる見込みがあることだろう。一例
として、チリの研究チームによる Romeo and Juliet
における登場人物の社会ネットワーク分析をあげ
ておく （Masías, Baldwin, Laengle, Vargas, and Crespo）。
いずれ、多くの人間の仕事が人間の能力を超え
るコンピュータ、ロボット、ヒューマノイドにとっ
てかわられるのならば、生きのびる道は、逆説的
に、コンピュータを使って、コンピュータが相対
的に弱いとされる領域─創造力、想像力、空想、
こころ、（無） 意識─で、英文学研究者ならでは
の能力を発揮することなのかもしれない。

終わりに

日本英文学会の resilienceのために、英文学を読
むことや研究することの意義や面白さを社会や多
くの人々に理解してもらえるように、英文学研究
への DHの本格的導入が強く期待される。英語
圏の有力大学の DHセンターや ADHOなどの学
会における最新の文学研究の inspiringな成果を眺
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めながら、日本英文学会の早急で、潔い変革を望
んでやまない。
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10 浜　名　恵　美(104)

�is paper proposes that the English Literary Society 
of Japan （ELSJ） should introduce digital humanities 
（DH） more fully in the ongoing digital age. First, the 
paper defines DH and examines its basic information, 
ranging from its origin to DH 2.0. Next, for all debates 
on humanities and technology, the paper discusses signif-
icant cases, such as a new post for a lecturer in digital ap-
proaches to literature. Second, the paper discusses the 
outcomes, challenges and possibilities of DH. �ere are 
many di�erent digital archives available. Although they 
must continually be updated, we are expected to pro-
mote their use by means of data mining, text mining, 
mixed methods of quantitative and qualitative analysis 
and social network analysis．

One of the greatest challenges of DH is how tradition-
ally trained literary scholars can acquire su�cient digital 
knowledge and skills, which are developing at exponen-

tial speeds. Despite the many challenges, the author 
stresses the possibilities of DH and expects that English 
literary scholars will contribute their special knowledge, 
insights and creativity to DH. It will be useful and in-
spiring for scholars and students as well as for the public 
in general. Third, the paper insists on the necessity of 
DH. Faced with decreasing enrolment of students in hu-
manities, many countries in North America and Europe 
have tackled DH, resulting in DH centres and various 
support systems, including alternative academic careers 
and other problem-solving policies. �e paper strongly 
suggests that ELSJ should perform a questionnaire sur-
vey of DH in Japan and hold DH workshops in the 
community while striving to create DH centres, courses 
and an overall DH-friendly environment. The paper 
concludes with a strong hope for a DH revolution and 
for the resilience of ELSJ．

A Proposal for a More �orough Introduction 
of Digital Humanities:

Towards the Resilience of English Literary Studies in Japan

HAMANA Emi
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